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DUSP22

DUSP22; JSP1; LMWDSP2; MKPX; Dual specificity protein phosphatase 22; JNK-stimulatory
phosphatase-1; JSP-1; Low molecular weight dual specificity phosphatase 2; LMW-DSP2;
Mitogen-activated protein kinase phosphatase x; MAP kinase phosphatas
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	触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,機能：Jnkシグナル伝達経路を活性化します。p38およびストレス活性化タンパク質キナーゼ/c-Jun N末端キナーゼ（SAPK/JNK）を脱リン酸化して不活性化します。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属します。非受容体クラス二重特異性サブファミリー。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含みます。,組織特異性：普遍的。心臓、胎盤、肺、肝臓、腎臓、膵臓で最も高い発現が認められる。,触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,機能：Jnkシグナル伝達経路を活性化する。p38およびストレス活性化タンパク質キナーゼ/c-Jun N末端キナーゼ（SAPK/JNK）を脱リン酸化および不活性化する。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属する。非受容体クラス二重特異性サブファミリー。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含む。,組織特異性：普遍的。心臓、胎盤、肺、肝臓、腎臓、膵臓で最も高い発現が認められる。,
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	DUSP22抗体を用いたRAW264.7細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

